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は じ め に
本稿は，1919 年に日本植民地下の台北で，
日本と華僑の合弁によって創設された「華南銀




























から 1924 年と 1927 年に実施された第一次・第二次整理の内容，⑶ 1920 年代末から南洋邦人事業向







































































株式会社「華南銀行」は，1919 年 1 月 22 日
に法人登記を完了し，同月 29 日に台北で創立




主が 4 万 8800 株（全体の 48.8 パーセント），日
本側株主は台湾 2 万 8010 株（同 28.01 パーセン
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の南進を図るという，設立目的に沿った構成で
あった。
役員は取締役 15 人，監査役 7 人，相談役 25




ど南洋各地が 24 パーセント，台湾が 34 パーセ







本支店は，1919 年 3 月 15 日に本店，5 月 22
日にスマラン支店，6 月 2 日にシンガポール支





















出発，5 月 8 日にはシンガポールへ到着した。
翌日から支店開設に着手し，市内中心部チュリ

















































































1921 年 1 月には小笠原自身ビルマを訪れ，ラ
ングーンを中心に約 1 カ月滞在して，イラワジ
河流域の石油資源を調査している。











ており，1921 年 1 月のビルマ出張から直接イ
ンドまで足を延ばして調査をしている。彼は，
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年上半期から 1921 年下半期の業績推移（表 1）
でも明らかになる。
貸借対象表をみれば，諸預金は 1919 年下半
期の 906 万 9301 円 57 銭をピークに 1921 年下
半期には 582 万 7496 円 87 銭まで低迷する。一
方で，1921 年上半期からは借入金が前期比で
一挙に 2 倍以上へ急増したほか，1921 年上半
期からはコールマネーの取り入れも開始し，
1921 年下半期には 855 万円の残高となる。こ
れに対して諸貸金と割引の合計は，1919 年上
半期の開業時には 462 万 1083 円 1 銭であった
が，1921 年下半期には 2595 万 8905 円 58 銭へ
急拡大する。加えて，1920 年下半期は株式・
債券評価額が 173 万 4271 円計上されているが，
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費 3 万 5000 円，利益配当補助 4 万円の合計 7
万 5000 円，1920 年はラングーンとサイゴンの
支店開店費・損失補填および広東支店の損失補
填が 6 万 6000 円，1921～24 年はハイフォン出
張所開店費・損失補填やラングーンとサイゴン
の支店損失補填が毎年 10 万円，1925 年以降は
海外各支店の損失補填として毎年 7 万円が交付
されている。1919 年の配当補助を例にみれば，
配当総額 6 万 3000 円のうち約 63.5 パーセント
を補助金で賄う異常な状態にあった。こうした
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表１　華南銀行の貸借対照表・損益計　　　　　　　　　　　　　算書（1919年上半期～1934年下半期）
（単位：円）

































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































後期繰越金 8,853.46	 10,037.37	 31,748.14	 35,386.77	 37,479.61	 41,568.99	 51,402.47	 56,817.54	 60,807.31	 63,109.92	 19,391.95	 3,746,142.66	 1,191.71	 4,800.07	 6,679.06	 9,059.16	
注：6分配当 注：6分配当 注：8分配当 注：8分配当 注：6分配当 注：6分配当 注：6分配当 注：6分配当 注：6分配当 注：6分配当 注：5分配当 注：無配 注：4分配当 注：4分配当 注：4分配当 注：4分配当
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表１　華南銀行の貸借対照表・損益計　　　　　　　　　　　　　算書（1919年上半期～1934年下半期）
（単位：円）

































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































後期繰越金 8,853.46	 10,037.37	 31,748.14	 35,386.77	 37,479.61	 41,568.99	 51,402.47	 56,817.54	 60,807.31	 63,109.92	 19,391.95	 3,746,142.66	 1,191.71	 4,800.07	 6,679.06	 9,059.16	
注：6分配当 注：6分配当 注：8分配当 注：8分配当 注：6分配当 注：6分配当 注：6分配当 注：6分配当 注：6分配当 注：6分配当 注：5分配当 注：無配 注：4分配当 注：4分配当 注：4分配当 注：4分配当
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［華南銀行 1930, 9］。しかし，実際は前出表 1 の
ように，諸貸付金は 1922 年上半期の 1651 万


































報』 1923 年 8 月 29 日］
この議論のなか，台湾銀行は為替銀行に専念
する方針から不良債権の整理を始め，また
1923 年 9 月の関東大震災による経済混乱があ
り，南洋への資金供給は一層の打撃を受けた。
この深刻化を受けて，1924 年には南洋事業関


















に努力すると」［『時事新報』1924 年 7 月 12 日］。




1930, 9］。これにより公称資本金は 1000 万円か
ら 500 万円，払込資本金は 750 万円から 375 万
円に減資，諸積立金（法定準備，配当平均準備，
特別積立）合計 25 万 8200 円は戻し入れられ，
406 万 1251 円 73 銭の大規模な不良債権処理が
実行された。この結果，1924 年下半期の決算




















新報』1925 年 4 月 14 日］。
この経営方針を反映するように，1925 年上
半期を前期（1924 年下半期）と比較すれば，諸
貸付残高は 6.98 パーセント減の 1587 万 7640
円 37 銭，諸割引残高も 44.35 パーセント減の
783 万 7145 円 65 銭となる。縮小傾向は 1927
年下半期まで続き，同期には諸貸付残高 1186
万 8929 円 56 銭，諸割引残高 531 万 3571 円 65
銭まで減少する。また，営業全体が縮小するな
かでも，純益金は 1925 年上半期に 8 万 8191 円
71 銭の黒字となるが，配当金は年 4 分まで引
き下げたとはいえ 7 万 5000 円を計上しており，
引き続き経営を圧迫していた。この配当は，
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第二次整理案では，まず 1927 年 9 月末時点
の不良債権・資産を 606 万 1781 円と査定し，
これを払込資本金の半額減資 187 万 5000 円，
諸積立金の取り崩し 4 万 8185 円，台湾融資法
の救済融通 300 万円，1928 年上半期の利益金 7
万 6208 円の合計 499 万 9393 円によって整理し，























本金が 250 万円，払込資本金が 187 万 5000 円
に減資され，諸積立金も約 4 万 8000 円が取り
崩された。③と④も 1927 年 12 月に三土大蔵大
臣と島田台湾銀行頭取の会談で救済融通が正式
決定され［『大阪朝日新聞』1927 年 12 月 13 日］，
日銀債務免除利益 300 万円が計上されている。
一方で，1928 年上半期には，1927 年下半期計
上の純損失 198 万 1107 円 84 銭，不良債権 303
万 8592 円 30 銭を償却した。⑥の支店整理は，
従来不採算のサイゴン，ハイフォン，ラングー
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枠補助金が設置され，1934 年の打ち切りまで
合計 8 万 4000 円が交付された。












9 月 14 日］。
また，1929 年下半期からは，預金増加と借
入金減少がみられる。預金は 1929 年下半期
225 万 8135 円 86 銭，1930 年上半期 379 万 6552
円 25 銭，1930 年下半期 318 万 9451 円 27 銭で
推移し，借入金は 1929 年下半期 1037 万 7419
円 69 銭，1930 年 上 半 期 815 万 608 円 80 銭，
1930 年下半期 801 万 6575 円 88 銭で推移する。
同時期には，総資産が 1785 万 841 円 35 銭から












画の 4 年間では完了できず，1934 年上半期ま
では純損益や次期繰越を出すことなく（表 2），








































































































































る」［『中外商業新報』1927 年 12 月 6 日］。
1928 年 1 月に入ると，南洋邦人事業の中心
的商品であったゴムが下落を開始し，約 1 カ月
でシンガポールでは 69 セント 3/4 から 54 セン
ト 1/2，ロンドンでは 19 ペンス 7/8 から 15 ペ
ンス 3/8，東京では 90 銭から 74 銭となり，以
降も低迷した。このため「南洋栽培協会」は会
員にダンピングを禁じる一方，資金供給を陳情


















































事前調査し，1930 年 1 月に「スマトラゴム拓
殖」，「南洋ゴム」，「秋田ゴム園」ほか，2 月に
25 件の融資可能先を台湾総督府に申請した
［『台湾日日新報』1930 年 3 月 30 日］。もっとも，
台湾総督府の認可が速やかに下りず，これを懸
念する世論も出たが［『台湾日日新報』1930 年 2
月 2 日］，最終的に 3 月初旬には「スマトラゴ
88




開する麻園 8 社への 145 万円の融資が認可され，
1929 年度の利子補給額は 15 万 5500 円（実際補
給額 15 万 5200 円）となる［『台湾日日新報』1930
年 3 月 30 日］。1929～34 年度までの利子補給額
（表 3）は，金利変動の影響もあるが，およそ毎
年 10 万円台で推移し，総額 82 万 5215 円が補
給されている。
華南銀行が南洋での金融を再拡大するなか，
1930 年 6 月末の資金運用状況（表 4）は次のよ
うになる。まず，台湾と内地での運用総額は約
809 万円で，約 8 割強を貸付金が占める。一方，
海外での運用総額は約 640 万円で，約 9 割を南
洋各地の邦人向け融資が占めた［華南銀行 1930, 
14］。運用資金における諸貸金残高は，前期比









で約 158 万円，同全体の約 27.1 パーセントと































































合計 8,090,054 100.00 6,400,563 100.00 14,490,617 100.00
（出所）華南銀行［1930, 15］。
89
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以上を占めており，融資先構成には明らかな偏
りが生じていた。さらに，1929 年度（実質











1929 年 10 月からの世界大恐慌は，国際商品
取引における需給バランスの著しい不均衡と価
格暴落をもたらした。たとえば，世界のゴム需
給バランスは 1928 年には 1 万 7353 トンの不足
であったが，29 年は 7 万 7935 トンの余剰，30


























シンガポールでは 1925 年に 1 ポンド当たり最
高 1 ドル 82 セント 50 であったが，1932 年に
は最低 4 セント 87 まで暴落した［台湾銀行 
1936a, 35］。当時の日系ゴム園は，1 ポンド当た
り 12～18 セントで利益を出せたが［台湾銀行 
表５　海外での融資内容詳細（1930年上半期末）
（単位：円）





































合計 2,103,720 96,968 1,580,500 45,597 339,032 1,022,246 646,775 5,834,838
（出所）華南銀行［1930, 15］。
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万円を 5 年間，総額 200 万円の援助を受け
る
③政府財源はゴム 1 ポンド当たり 1 銭の新輸


































































































らは，純益金 4 万 4078 円 11 銭の計上，利益処
分における各種積立金 7500 円と次期繰越金 3
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徹底的の整理對策を要するといふのが局長ら
の意見であると云はる」［『台湾日日新報』









1934 年 4 月 13 日］との認識であった。また，




















































この動きのなか，1933 年 10 月には華南銀行
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制の可能性があり，実際に華南銀行は 11 月頃
から提出済み案の再考を開始した。




























人が 9625 株（19.25 パーセント）を保有するが，
一方で日本側株主は 249 人で 4 万 375 株（80.75
パーセント）の保有まで増加した。特に，本島
人株主は 128 人で 2 万 6263 株（52.53 パーセン
ト） と目立ち，内地人株主は 121 人で 1 万
4112 株（28.22 パーセント）を保有した。筆頭株
主は台湾銀行で 4800 株（9.6 パーセント），第 2
位株主は総理である林熊徴の資産管理会社であ
る大永興業で 2050 株（4.1 パーセント）となる
［台湾銀行 1936a, 10］。
役員は，人数が創設時の 22 人から 13 人まで
減少したが，主に南支・南洋側と内地側の減少





28 人から 20 人（内地 8 人，本島 3 人，南支・南
洋 9 人）に減少している［台湾銀行 1936a, 12］。
行員は内地人 38 人，本島人・華人 13 人，女性




193 万円，各種預金 410 万円（平均コスト年 4
分 8 厘），台湾銀行借入金 500 万円，他行の預
かり金と借入金 29 万円，仮受金 57 万円の合計
1189 万円（平均コスト年 1 分 7 厘 7 毛）となる
［台湾銀行 1936a, 15］。これに対する運用は，諸
貸出 967 万円（平均利回り年 6 分 6 厘），他行貸
と預け金 106 万円（平均利回り年 2 分 1 厘），所
有不動産と有価証券 111 万円（平均利回り年 4
分 1 厘），仮払金その他 5 万円で，合計 1189 万
円（平均利回り年 5 分 9 厘 6 毛）となる［台湾銀
行 1936a, 16］。運用詳細は，長期 914 万円（台
湾 484 万円〈所有不動産と固定貸出金〉，国外 430
万円〈ゴム，麻その他固定貸出金〉），短期 273 万
96





融資残高は 1044 万 3000 円で，各店別では台
北本店 728 万 5000 円（島内分 525 万 2000 円，
在外分 203 万 3000 円），シンガポール支店 255
万 2000 円（127 万 6000 海峡ドル×200 円），スマ
ラン支店 57 万 4000 円（24 万 4000 ギルダー×42
円 50 銭），広東支店 3 万 2000 円（2 万 8000 元×
115 円）となる。地理別では台湾島内 525 万





困難なものが総計 56 万 1750 円あり，ゴム園・
麻園向け融資を控除した融資残高約 600 万円の
約 9.4 パーセントを占めた［台湾銀行 1936a, 37］。
以上に対する経費は 13 万 800 円で，各店別
では台北本店 9 万 2000 円，シンガポール支店
2 万 1200 円，スマラン支店 1 万 4300 円，広東
支店 3300 円となる［台湾銀行 1936a, 50］。項目
別では諸税 7573 円，給料 7 万 2632 円，手当
7243 円，旅費 1 万 1832 円，営繕費 6085 円，
営業費 2 万 1812 円，土地建物賃借料 5623 円と
なる［台湾銀行 1936a, 50-51］。
損益は，1935 年下半期で約 26 万 5000 円の
利益を計上していた。各店別では台北本店が利
益 22 万 9000 円，シンガポール支店が利益 5 万
8000 円，スマラン支店が損失 1 万 8000 円，広
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支店閉鎖の議論には一定の正当性があった。
こうして 1935 年下半期の最終利益処分は，
前述利益から，不良債権償却に約 23 万 2000 円，
各種準備金に 1 万 8000 円を充て，残り 1 万
5000 円に前期繰越金 6 万 5000 円を加えた 8 万
円を 1936 年上半期に繰越している［台湾銀行 
1936a, 18］。 も っ と も 上 記 利 益 の う ち，2 万
4000 円は相談役の山成喬六が担保に入れてい
た日糖株処分の償却債権取立益で，また偶発的





































③高額な人件費を中心とした経費 13 万 800














［台湾銀行 1936a, 8］ （注17）。
しかし，台湾銀行も融資整理を放置できな
かった。当時，同額を自行運用すれば平均利回








替尻利息（日歩 1 銭 2 厘，年利 4 分 3 厘 8 毛，半
期利息額 10 万 9500 円）を課しても，華南銀行
の収益力からは約 8 万円（特殊利益を除く）の
純益が計上可能とする。仮に，不良債権償却や
































































































1939 年 6 月 21 日］。
戦時体制のなか，華南銀行は日本の領土的な
勢 力 拡 大 に 沿 っ て 展 開 す る。 た と え ば，
1938 年の広東占領後には佛山，順徳，江門に













































淡水，桃園，南投の 3 支店を譲渡し，11 月に
は楊梅，鶯歌，三峡に出張所（桃園支店管轄），
12 月には士林，汐止に出張所（台北本店管轄），








さらに 1945 年 8 月の敗戦を経て，国民政府に
よる接収を迎えることになった（注20）。

















































































































KKKK 研 究 ノ ー ト KKKKKKKKKKKKKKKKKKKKL
府評議委員などを務め，また慈善にも熱心であ
り［大永興業股份有限公司 n.d.］，日本統治時代












































































































日日新報』1929 年 1 月 10 日］と述べ，むしろ
現地邦人の金融組合創設が適しているとした。


































































































日日新報』1935 年 9 月 28 日］。
（注 20） この後の華南銀行について簡単に述べ
ると，1945 年には日本人株主の権利が国民政府


























第 8 輯 209-257.
久末亮一 2010.「『華南銀行』の創設――台湾銀行
の南進における『大華僑銀行』案の形成と結






LKKKKKKKKKKKKKKKKKKKK 研 究 ノ ー ト KKKK
料』台湾銀行経済研究室図書館蔵.
大蔵省 1927.「株式會社華南銀行整理案ノ要項」『昭
和財政史資料』第 1 号第 104 冊　国立公文書
館所蔵.
外務省 1919. 在バタビヤ領事館「華南銀行ニ關スル








和 14 年馬尼刺 1 月 27 日前発本省 27 日後着
『本邦銀行關係雑件』外務省外交史料館蔵.
――― 1939b.「第五九號往電第四一號ニ關シ」昭



















ノ件」昭和 8 年 1 月 12 日『南洋護謨園並華南
銀行ニ關スル調査並資料』台湾銀行経済研究
室図書館蔵.
































（アジア経済研究所在香港海外派遣員，2013 年 8 月
23 日受領，2015 年 4 月 17 日レフェリーの審査を
経て掲載決定）
